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７月30日、道頓堀ホテル（大

阪市中央区）で「トラック産業

の将来を考える懇話会・近畿」

の第５回定期総会が開催され、

企業と労働者総勢80名が参加し

ました。代表挨拶として南海久

次さんは「この１年間、企業が

潤い、そこで働く労働者の労働

条件を維持向上させるため、セ

ミナーなどの学習会や政策運動

を行ってきました。今年３月に

は国土交通省に対し中央交渉を

行い、国交省は懇話会・近畿の

要求項目に前向きな回答をしま

した。その内容については、先

だって開催したセミナーで皆さ

んと討論しましたが、次回交渉

ではそのことを基にさらに前進

した回答を引き出したいと考え

ています。また、懇話会は労使

が一体となった会です。私は、

将来企業が業界の中でどうなる

のか？どう生きるのか？を他人

任せでいいのか考え、この会を

通じて私たちが主体となり動か

ないといけないと思いました。

労使一体である懇話会の様々な

取り組みを通じて企業が発展し、

そこで働く労働者に何かの形で

還元できるようにしたい。今後、

この会がどのような方向に向か

うのかについては、皆さんのご

意見を聞かせて頂いて、何かを

共有する場を作りながら、さら

に懇話会が発展するように取り

組んで参りたい。本日の総会は、

この一年間の活動を締め括り、

次年度の方針を決める重要な会

議です、皆さんの活発な議論を

お願いします」と話されました。

山田清二議長は「総会は第５回

を向かえましたが、花に例える

とまだ『つぼみ』の状態です。

会員は現在５０社ほどですが３

ケタの１００社を目指し運動を

継続しています。まだまだ課題

が山積しています。企業と労働

者が一体となり皆さんと一緒に

頑張っていきたい」とあいさつ

しました。

議案審議となり山元事務局長

が、第１号議案の活動経過報告

を行いました。「総括で５年目

にして初めて国土交通省中央交

渉を成し遂げました。これまで

も懇話会は近畿運輸局と交渉し

てきましたが、問題提起をして

も「上申する」の一言で逃げて

いました。しかし、中央では課

長補佐をはじめ６名が対応し５

点要望事項に回答を得ました。

今後は中小トラック事業者の実

情と要望事項を直接政府に反映

できるパイプを太くしていかな

ければなりません。また業種・

職種別の交流・意見交換会実施

を具体化する必要があります。」

と締め括りました。そして、今

期より新しく幹事に選任された

田村幹事と赤保幹事から、今後

の抱負・決意を表明されました。

まとめとして辻本幹事が行い

『第５回定期総会の議事が滞り

なく終了しました。そこで働く

労働者の安定と発展のため、幹

事一同努力しますので、ともに

頑張りましょう』とあいさつさ

れ総会が終了しました。

だ ん け つ

尼崎・西・北ブロックは７月

24日、講師に小西純一郎氏（尼

崎地区労事務局長・武庫川ユニ

オン書記長）をお招きし、「地

域労働運動の意義は」と題する

学習会を、尼崎市出屋敷「リベ

ル会議室」にて開催しました。

参加は11分会・総数20名（山田

副委員長・担当執行委員松本・

赤保含む）でした。

講師の小西さんは１９７８年

以降、尼崎の労働運動に関わり、

現在は、尼崎地区労働人権セン

ターの事務局を担っています。

また支部は、山田副委員長を同

地区労の副議長として送り出し

ています。

現在の尼崎地区労人権センター

は、１９５２年に兵庫県下で総

評最初の地域組織として、尼崎

地方評議会（26組合１万５千人）

が結成されました。その後、活

発に地域運動を展開してきまし

たが、１９９３年、連合尼崎が

結成されたことにより、総評の

継承組織として発足しました。

結成当時の闘いとしては１９５

４年の尼崎製鋼闘争の「地域ぐ

るみ闘争」の話がなされました。

近年では、尼崎市役所の住民

票入力業務の女性労働者５名の

闘いや、尼崎の労働運動の象徴

としてきた尼崎労働福祉会館の

閉鎖反対闘争では、市民も巻き

込んでの闘いも虚しく、取り壊

しとなりました。

２００８年には、議員提案で

全国初めての公契約条例案を上

程し、運動の結果、２０１６年

９月に尼崎市が「公共調達基本

条例案」を市議会に提案した運

動などの話がなされました。

このようなお話を聴くと、地

域共闘・地域労働運動の必要性

が感じられました。

この数年ブロックとして、地

域運動の取組強化を図ってきま

したが、今後も引き続き、地域

運動の強化にも奮闘する必要が

あります。終了後には講師を囲

んで交流会をもちました。
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